超 音 波 診 断 装 置
仕 様 書 ②
1 超音波診断装置は、以下の要件を満たすこと。
1-1      装置本体の概要に関しては、以下の要件を満たすこと。


1-1-1    走査は電子セクタ、電子リニア、電子コンベックスの方式が可能であること。
1-1-2    超音波RAWデータ構造のフルデジタルシステムであり、データマネージメントは画像処理する前のRaw Dataで行うため、保存画像の画像調整や任意方向Mモード表示が可能であること。
1-1-3    深さに応じて受診フォーカス、アパーチャ、アポダイゼーション、周波数応答を連続的に制御していること。

1-1-4    保存画像一覧を表示可能であること。
1-1-5    検査画像はJPEGもしくはAVI形式でUSBフラッシュメモリ及びCD-R、DVD-Rへ記録可能であること。
1-1-6    計測情報、患者情報、レポート含め保存管理できること。
1-1-7    2Dモード、Ｍモード、カラードプラモード、パルスドプラモード（PW)、連続波ドプラモード(CW)、組織ドプラ断層画像モード(Tissue Velocity Imaging)が可能であること。
1-1-8    本体重量は70kg以下であること。
1-1-9    スタンバイモードを有すること。またスタンバイモードからの立ち上がり時間は30秒以内であること。
1-1-10   スタンバイモードはACコンセントを抜いても60分間はそのモードを維持できること。
1-1-11   本体内に無停電電源（UPS)を有し、突発的な電源停止時、10分以内に電源が再供給されればシャットダウンされる前の状態を維持して起動すること。
1-1-12   15 inchモニターを搭載していること。
1-1-13   操作パネルにはキーボードとトラックボールを有すること。
1-1-14   操作パネルは上下左右に調整できること。

1-1-15   モニターは左右に旋回できること。　 

1-2      Bモードに関しては、以下の要件を満たすこと。
1-2-1    スペックルノイズを除去・軽減する機能を有すること。
1-2-2    リアルタイムで2D画像のゲインと明るさを自動調整するCTO機能を有すること。

1-2-3    超音波音速、周波数、ゲイン等を自動調整するTCO機能を有すること。

1-2-4    ゲイン調整は、フリーズ後及び保存画像からの再表示後も調整可能であること。
1-2-5    ドプラ法によらずBモードで血流をリアルタイム表示できるB-Flow機能を有すること。
1-2-6    描出しにくい症例用にPenetrationモードを採用していること。

1-3      パルスドプラモードに関しては、以下の要件を満たすこと。
1-3-1    ゲイン調整、ベースライン調整、スイープスピード変更が可能で、フリーズ後も変更可能であること。
1-3-2    ワンボタンで、自動的に角度補正、速度レンジ補正が可能であること。
1-4      カラードプラモードに関しては、以下の要件を満たすこと。
1-4-1    ゲイン調整機能を有し、フリーズ後に受信ゲイン調整ができること。
1-4-2    パルスドプラサンプルポイントを任意の位置に移動するとカラードプラエリアが追従する機能を有すること。
1-5      Mモードに関しては、以下の要件を満たすこと。
1-5-1    任意方向でのＭモード作成がリアルタイム及び保存画像で可能であること。
1-5-2    上下分割及び左右分割、全画面Ｍモードの表示が可能で、フリーズ後及び保存画像からの再表示後も変更可能であること。
1-5-3    ゲイン調整、ベースライン調整、スイープスピード変更が可能で、フリーズ後も変更可能であること。
1-6      組織ドプラモードに関しては、以下の要件を満たすこと。
1-6-1    Digital Replay時、またはクリップボードからの呼び出し画像において、任意方向Mモードを使用することで壁運動時間展開解析を行うことが可能なこと。

1-6-2    ROI内で2点フォーカスが可能なこと。
1-6-3    心筋移動距離の定量的表示のために、TVIの時間積分リアルタイム表示が可能なこと。

1-6-4    2Dイメージ上に定義した任意のカーブに沿ったMモードを表示できること。
1-7      プローブの概要に関しては、以下の要件を満たすこと。


1-7-1    小児用セクタはAcoustic Amplifier技術を採用していること。
1-7-3    小児用セクタは2.7～8.0MHzの周波数帯域を含むこと。
1-7-4    ホッケーリニアは5.0～13.0MHzの周波数帯域を含むこと。
1-7-5    腹部用コンベックスは1.8～6.0MHzの周波数帯域を含むこと。
1-7-6    表在用リニアは6.0～13.0MHzの周波数帯域を含むこと。
1-8　   記録装置に関しては、以下の要件を満たすこと。
1-8-1　 白黒プリンタは、感熱プリント方式であり256階調以上の分解能を有すること。
1-8-2   カラープリンタは、昇華形熱転写方式であり256階調以上の分解能を有すること。
（性能・機能以外に関する要求要件）


2.　 保守体制は以下の要件を満たすこと。
2-1　 納入後、翌年度末日まで保証期間を有すること。
2-2   迅速に対応ができるよう静岡市内に営業・サービス拠点を有すること。
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